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Mycobacterium gadium Casal & Rey Calero 1974 (Tubercle, 55: 299-308, 1974) is a rapidly grow

ing, scotochromogenic Mycobacterium, which exists in the "Approved Lists of Bacterial Names" (Int. 

J. Syst. Bacteriol.  30: 225-420, 1980). It was documented that the type strain ATCC 27726 (M. Casal 
1066) was differentiated from all other rapidly growing, scotochromogenic mycobacteria and was con

sidered to belong to a distinct species (Tsukamura, M. et al.: Int. J. Syst. Bacteriol. 31: 263-275, 1981). 

However, since it was described on a single strain by Casal and Rey Calero, it is desired to characterize 

the species using more strains. We received three additional strains from Prof. M. Casal and studied 

on four strains, including the type strain ATCC 27726.

The characters of the type strain are shown in Table 1, and characters useful for differentiating 

among rapidly growing, scotochromogenic mycobacteria are shown in Table 2.

The species M. gadium together with other three, Mycobacterium aurum, M. thermoresistibile and M. 

duvalii, are characteristic in their negative arylsulfatase activity after 14 days. Among rapidly grow

ing, scotochromogenic mycobacteria, only these four species show a negative arylsulfatase activity after 

14 days. Differentiation of M. gadium from M. aurum, M. thermoresistibile and M. duvalii is made as shown 

in Table 3.

Mycobacterium gadium はCasal & Rey Calero1)に よ

つて1974年 に記載された迅速発育性,暗 発色性抗酸菌で,

分離源は患者喀痰である。Casal2)は その後1977年 に追

加研究を行なつて既知抗酸菌 との区別点を明らかにして

いる。我々は前にPro£M.Casalか らM.gadiumのtype

 strainを 受けとつて研究 し,こ の菌が他のいずれの迅速

発育性,暗 発色性抗酸菌 とも異なることを確かめた 3 ) 。

しかし,M.gadiumの 記載は唯1株 についてのみ行なわ

れているので1),更 に菌株を追加して,菌 の特徴を明ら

かにずることが望ましいと考えた3)。 この我々の意見に

応えてProf. Casalか らM.gadiumと 同定された3株

が我々の許に送 られてきた。そこで,先 の株と併せて計

4株 のM.gadiumの 特徴を研究しえたので報告する。

研 究 方 法

被 検 株 。 被 検 株 は 次 の4株 で あ る。Casal1066=

ATCC27726(type strain)(03001),Casal122B(E

102l1),Casal2315(E102l2),Casal3021(E10213)。

第1の 株 は1973年 に,以 下 の3株 は1981年 にProf.M.

Casal, Department of Microbiology, Medical Faculty,

 University of Cordoba, Cordoba, Spainか ら受 領 した。

()内 は,こ れ ら の菌 株 に 対 して 与 え た 我 々の研 究 室 番

号 で あ る。

性 状 。 検 査 した 性 状 は 表lに 示 して あ る。検 査 方法 は

既 報 に よつ た3)4)。

計 数 分 類 学 的 解 析 。 検 査 した 成 績 か ら,Liston, Wiebe
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Table 1. Characters of Mycobacterium gadium Strain ATCC 27726 (type strain)

All tests on resistance were carried out in Ogawa egg medium, unless specially noted. All tests on the utilization of 

carbon compounds as sole carbon source were carried out in the presence of ammoniacal nitrogen, and all tests on the 

utilization of nitrogen compounds as sole nitrogen source in the presence of glycerol carbon. The methods used were 

described previously (Tsukamura, M. et al.: Int. J. Syst.Bacteriol. 31: 263•`275, 1981).
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Table 2. Differentiation among Rapidly Growing, Scotochromogenic Mycobacteria

The methods used were described previously (Tsukamura, M. et al.: Int. J. Syst. Bacteriol. 31: 263•`275, 1981). 

The number in parentheses shows the number of strains tested.

& Colwell5)の 方 法 に よ り4株 の"hypotLetical median

 pattern"(HMO)を 作 つ た 。 これ に対 ず る各 株 の類 似 度

(M.value)を 次 の式 に よつ て計 算 した6

M(%)={ns/(ms+md)}×100%

こ こにnsは2株 の 間 で 同 じcode symbol(++ま た

は--)を 示 した 性 状数,ndは 異 な るcode symbol

(+-)を 示 した 性状 数 で あ る。

な お,比 較 の た め の他 の迅 速 発 育 性 抗 酸 菌 の 性 状 は 当

研究室で蓄積 したdataを 利用 した3)。M.parafortuitum,

M.aurum および M.neoaurum については文献4の 方法

で検 査 した未 発 表 成 績 を使 用 した 。

研 究成 績 お よび 考 察

1. M.gadium type strain Casal1066(ATCC27726)

の性 状

M.gadium type strainの 性 状 を 表1に 示 す 。Liston

 et al.5)の 方 法 で作 つ たHMOに 対 す るM.valueは

03001(type strain)が97%,E10211が98%,E102l2

が99%,E10213が98%で,平 均 値 お よび標 準 偏差 は

98.0±0.8%(m=4)で あ つ た 。 す な わ ち4株 の 性 状 は極

め て高 い類 似 性 を示 した 。 他 の迅 速 発 育 性,暗 発 色 性 抗

酸 菌 につ い て の この数 値 は93.3±2.6%～99.3±0.5%で

あ る か ら菌 種 内 の均 一 度 は 充 分 高 い と考 え られ た6)。 ま

た,先 の我 々 の研 究 で,.M.gadiumのtype strainは 他

のず べ て の迅 速 発 育 性,暗 発 色 性 抗 酸 菌 か ら独 立 して い

る と認 め られ た故3),こ の菌 種 は 菌 種 と して 独 立 させ て

よい と思 わ れ る。

2. M.gadiumと 他 の迅 速 発 育 性,暗 発 色 性 抗 酸 菌 と

の 区 別 点 お よびM.gadium同 定 の た め のKey Characters

 Tsukamura et al.3)の 研 究 で は,M.gadiumは 独 立 の
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Table 3. Differentiation of Mycobacterium gadium from Mycobacterium aurum, Mycobacterium thermoresistibile 
and Mycobacterium duvalii

Remark. The above four species, M. aurum, M. thermoresistibile, M. duvalii and M. gadium, are differentiated from other 

rapidly growing, scotochromogenic mycobacteria by their negative arylsulfatase activity after 14 days.

菌種であるとは思われたが,M.gadiumが 唯1株 であつ

たので,菌 種の性状記載 も他の抗酸菌 との区別点の呈示

も行なわなかつた。唯1株 では菌種の性状偏差がどの程

度かわからないか らである。今回,4株 を入手しえたの

で他の迅速発育性,暗 発色性抗酸菌 との性状比較を表2

に示す。

表2の 性状から注 目されるのは,M.gadiumがaryl-

sulfatase14日 反応陰性の点である。この反応はほとんど

全部の抗酸菌で陽性で,陰性はむしろ例外的存在である 4 ) 。

M. gadium 以外で陰性を示すのは, M. thermoresistibile,

M. aurum, M. duvalii の3者 にすぎない。 したがつて,

arylsulfatare14日 反応陰性を指標にずれば,区 別を要ず

る菌種は3菌 種に限定され,こ れらとM.gadiumの 区別

は表3に 示す ごとく比較的容易である。M.gadiumは す

べて喀痰から分離されており,我 が国の患者喀疾からも

分離される可能性があるので,そ の特徴および同定のポ

イン トを本報に示した。

総 括

Mycobacterium gadium の性状を明らかにし,他 の迅速

発育性,暗 発色性抗酸菌 との区別点を明らかにした。 こ

の菌は喀疾から分離されているので,我 が国でも分離さ

れる可能性がある。
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